
　　　　

2025 年 2 月 19 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
体育館遊び（月１回）・工作・調理活動・公園遊び・お花見・川遊び・夢みなとタワー、みなとテラス、みなとターミナル等のイベント参加・工場見学
周年祭・クリスマス会（ご家族の方も参加していただいています）他季節に応じた様々な行事を企画しています。

家族支援
・より良い支援に繋げていくことのできるようにご家庭での様子やお悩みをお
　聞きします。困りごとや相談等あれば、お話させていただく機会を設けます。
・職員間で情報共有を行い、必要な情報を提供し相談援助を行います。

移行支援

・学校、事業所、相談支援専門員と児童の情報を共有し連携して支援を
  行います。必要であればご家族へ情報をお伝えします。
・進級・進学・就労等次のライフステージに向けた情報共有を関係機関
  と行います。また本人とも一緒に準備をしていきます。

地域支援・地域連携
・併用事業所や学校との情報連携や調整、支援方法や環境調整の相談援助
・相談支援事業所や障がい福祉サービス事業所との支援の連携
・職場体験・実習の受け入れ

職員の質の向上
・社内研修の実施、外部研修への参加
・毎日の申し送りによる情報共有
・専門資格の取得

支　援　内　容

・来所時には体温測定、視診、口頭での質問をして健康状態を把握します。
・ＡＤＬ(食事・更衣・排泄等）の基本的スキルや季節や気温に応じた衣服の着用や調整、また身だしなみを整えられるよう支援します。
・『自分でできることを増やす』を目標に、一人ひとりのニーズに合わせた取り組みを行い自立に向けた支援を行います。

・日々の活動でのダンス、体幹トレーニングに加え月１回の体育館遊びで健康的な身体作りに取り組みます。
・日常生活に必要な動作の基本となる上肢下肢や体幹の運動、姿勢保持や筆圧、バランス感覚、距離感等を支援し、身体機能の向上を図ります。
・季節を感じられる作品作り、外出行事を行い、様々な経験や体験をする機会を増やします。工作や調理活動等を行う中で、細かな指先を使う活動を取り入れ機能向上を支援します。

本
人
支
援

・自らの行動の『振り返り』を一緒に行い、どのようにしたらよかったのかを一緒に考え児童自身で気付ける機会を持ち、次に繋がる支援をします。
・苦手・不得意なことにも友達や職員と一緒にチャレンジし、達成感を得る事で『できない・苦手』を『できた・好き』に変えていきます。その経験を積む中で自分に自信を持ち、
　自己肯定感が向上するように支援します。
・児童の特性に配慮し、１日のスケジュールを分かりやすく掲示し、時間を意識しながら自分で気付き行動ができるよう支援します。
・学校の宿題に加え学校やご家庭とも連携しながら、児童一人ひとりの学習の進捗状況に合わせた課題を準備し、一緒に取り組む習慣を付けます。

・挨拶、お礼の言葉、謝る言葉、仲良くなる為の言葉を使いながら、人と人とのコミュニケーションの仕方を経験を通して学び、身に付けていきます。
・自分の伝えたいことや思いを相手に分かりやすく伝える事ができるよう言葉のやりとりを支援します。
・思い通りにいかない時、「嫌だ」という言葉のみではなく、何が嫌なのかどうして欲しいのか具体的な質問をして自分の気持ちを確認できるようにします。
・ジェスチャーや絵カードを使用し、安心してコミュニケーションが取れる環境を設定していきます。

・児童にとって安心できる居場所となり、誰もが認めてもらえる環境の中で、人間関係を築く基礎を身に付けます。
・他者との良好な関係を築くために、正しい言葉の使い方や相手の立場に立って考えることの大切さを支援します。
・外出行事の際には社会のルールを知り、守ろうとする意識を育てていきます。
・集団活動の場を設け、皆で協力する事の大切さを感じる事のできる活動を行っていきます。

支援方針

・子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、個々に応じた支援を提供します。
・活動や遊びを通して子どもたちの可能性を引き出し、将来に向けて必要な支援を提供します。
・他者との関係性を重視し、社会性を育むよう支援します。
・ご家族や学校と連携し、相互に理解を深めながら、子どもたちとご家族の地域生活を支援します。
・ご家族の不安を軽減できるよう、相談事にはいつでも耳を傾けます。
・ご家族様へのレスパイト（休息ができるよう）支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 　・社会性を育む　　・コミュニケーションスキルの向上　　・生活力の向上　　・学習基盤を作る　　・自己肯定感を育む

事業所名 こどもデイサービスわこう境港 作成日支援プログラム


